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農作物

工芸作物

繊維用 （大麻・綿など）

甘味用 （甘草・サトウキビなど）

香料 （ラベンダー・ミントなど）

染料 （ベニバナなど）

イランと日本の「薬用植物」の定義の比較

園芸作物

果樹 （ナツメ、オリーブなど）

野菜 （アスパラガス、タマネギなど）

花き（バラ・ラベンダーなど）

食用作物

飼料作物

薬用作物

イランの薬用植物

異なる定義の相互理解が必要
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•          
•カンゾウ（甘草）

•Glycyrrhiza （学名）
•GLYCYRRHIZAE RADIX
«    :Glycyrrhiza uralensis Fischer    Glycyrrhiza glabra Linné (Leguminosae)
«                 » :                                         .
«         » :          2 %                                 (glycyrrhizinic acid( )C42H62O16：822.93 )        

               

                                                                       .

«               »                                          
                                                        

    .

日本における薬用作物の定義 （日本薬局方）

• カンゾウ（甘草）

• Glycyrrhiza （学名）
• GLYCYRRHIZAE RADIX
《品種・利用部分》 Glycyrrhiza uralensis Fischer 又はGlycyrrhiza glabra Linné
(Leguminosae)の根及びストロンで，ときには周皮を除いたもの。
《有効成分含有量》 本品には生薬の乾燥物に対し，グリチルリチン酸
(C42H62O16：822.93) 2.0%以上含む。

品種と規定以上の有効成分含有率が薬用植物の条件

『日本薬局方』は、医薬品の品質の適正を図るた
めに、厚生労働大臣が定めた規格基準書

出典：Liquorice - Wikipedia
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・                                                   :276    

・                    :20         (      0/ 5 %                       2016)

                         

            
5%      12%

Japan Kampo Medicines Manufacturer’s 
Association (JKMA)

                                      
        76        

    83%

日本の生薬輸入量

一国依存による潜在的なリスク

・日本国内で医薬品に用いられる生薬 ２７６種類
・中国からの輸入量2万トン（中国生産量の0.5％、2016年）

生薬原料輸入先

Other 5％ JAPAN 12％

出典:日本漢方生薬製剤協会調 2016年度 「原料生薬使用量等調査」

China 83％
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Paeonia

Cinnamomum

Wolfiporia cocos
     

Pinellia ternata

Panax ginseng

Angelica acutiloba
      

starchy flour

30種類

41種類

46種類 132種類

使用実績のあった生薬249種類の内訳

Pueraria lobata 
Atractylodes

Bupleurum falcatum

Coix lacryma-jobi

Rheum

Atractylodes

Rehmannia

Scutellaria

Gypsum
Cnidium

Alisma
       (    )

Cassia

Aluminum Silicate

Paeonia moutan

Astragalus

Platycodon

Sasa veitchii

Citrus unshiu
       (   )

               :                                   

46    132    

30    

41    

      249                                    

日本で使用頻度の高い薬用植物30種

一国依存からの脱却が求められる品目

Glycyrrhiza

Paeonia

Cinnamomum

Wolfiporia cocos

Ziziphus jujuba

Pinellia ternata

Panax ginseng

Angelica acutiloba

Ephedra

starchy flour

30種類

41種類

46種類 132種類

使用実績のあった生薬249種類の内訳

Pueraria lobata 
Atractylodes

Bupleurum falcatum

Coix lacryma-jobi

Rheum

Atractylodes

Rehmannia

Scutellaria

Gypsum
Cnidium

Alisma
Zingiber（fresh)

Cassia

Aluminum Silicate

Paeonia moutan

Astragalus

Platycodon

Sasa veitchii

Citrus unshiu
Zingiber(dry)

赤字 ゴレスタンで自生

46species 132 species

30 species

41 species

使用実績のあった生薬249種類の内訳
出典:日本漢方生薬製剤協会調 2016年度 「原料生薬使用量等調査」
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年間

の伸び
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     20

     
       

14/ 7   

                                     :          

2016

                     

     :«                                           2016 »                           

                  

                (                 )

36/ 1

1/ 4

20162015201420132012201120102009200820072006200520042003

国際的な薬の需要の増加

中⾧期的な原料確保のための国内生産計画

・周辺諸国の需要の増加

❑ 価格

出典: 薬用作物産地支援協議会 「漢方薬の国内需要動向と中国の状況」

中国における薬の生産量の増加

年間

の伸び

高まる製薬原料の需要

価格上昇

・日本国内生産の必要性
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1 )                                             2 )                                 

                                            3 )                                  
                4 )                                        

３．日本の薬用作物推進への取り組み

現状の課題と期待とのギャップを整理し取り組むべき問題を抽出

現状と課題

国内生産量と栽培面積の減少

輸入生薬の供給不安、価格高騰

ニーズ

国産原料供給への期待

中山間地域の活性化への期待

解決に向けた問題点

①収穫まで時間が掛かる ②生産コストが高い、重労働、生産者不足

③日本での栽培技術が未確立 ④優良品種・種苗の確保が困難
出典:農林水産省 「薬用作物の栽培技術の開発について」 (maff.go.jp)
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(         )

ため池の改修

     :                               https://www.naro.go.jp/project/research_activities/Medicinal_crops_20200312.pdf

                     

                          
                          

                                                
                                           .

                                       …   2                          
                                 

薬用植物を対象とした機械化の例

機械化により産地化形成を促進 低草高作物の収穫

課題 機械化例
株間の雑草の手取作業が困難 畝間と株間を同時除草機
畑を高畝にした栽培の除草が人
力でしかできない

カルチ式乗用除草機

実生で播種した苗の掘り取り作
業が重労働

ポテトディガーを改良した苗堀機 ため池の改修

出典:農林水産省 https://www.naro.go.jp/project/research_activities/Medicinal_crops_20200312.pdf

課題 機械化例
ミントの葉を落とさずにする必要
があり手刈りをしていた

ニンジン収穫機を改良した収穫機

シソの葉は2回程度刈り取れる
がこれまでは機械化が困難

茶葉刈り取り機を改良した収穫機
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             (                      )

     :                                https://www.naro.go.jp/project/research_activities/Medicinal_crops_20200312.pdf

❑                                                  

                                                             

                       
❑                  
❑                       

                    
❑                          
❑                        

除草剤を使わない除草機

出典:農林水産省、https://www.naro.go.jp/project/research_activities/Medicinal_crops_20200312.pdf

❑ 作物の生育に合わせて機械を調整

栽培作物とその生育状況に合わせた機械の開発
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noukiyatakao.com)

                                              (hamazo.tv)                                  (zennoh.or.jp)

                                                                                  

薬用植物栽培における機械化事例

収穫物を土につけて汚さないという課題に対応した収穫機

出典:たかお農機店 (noukiyatakao.com) 出典:乗用茶刈機－東山茶業組合 (hamazo.tv) 出典：JA全農とやま (zennoh.or.jp)

一人操作用茶バリカン 自走式茶の収穫機 ニンジン収穫機
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                          (jakitamirai.or.jp)

                         ｜                        (iseki.co.jp)

薬用植物栽培における機械化事例

既存の機械を薬用植物用に転用

ポテトプランター ビートハーベスタープラスチックトレー育苗
苗定植機

出典:JAきたみらい (jakitamirai.or.jp) セル成型苗用移植機｜井関農機株式会社 (iseki.co.jp)
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4 .                                                                   

                          

                     
❑                                     :80 %        15 %                  5 %               

                                     :                     
                                     :                     

(tsumura.co.jp)

                                                  

〇     110    
                               )

〇      5   
（Cicadidae・Oyster Shell etc.）

〇     4   
（CaSO4･2H2O etc.） 119    

     1    ＋             128    

129        

４．薬用植物を原料とする製薬業界の主導的企業

高品質の原料を国外から輸入

❑ 漢方製剤の原料を中国から約80％、日本で約15％、ラオスなどから約5％調達

出典:㈱ツムラHP 原料生薬栽培・調達について・調達 : 品質管理 | 品質について | ツムラ (tsumura.co.jp)

㈱ツムラが使用している薬用植物の種類

〇植物性 110品目
（根・果実・花・種子・葉など）

〇動物性 5品目
（Cicadidae・Oyster Shell etc.）

〇鉱物性 4品目
（CaSO4･2H2O etc.） 119 種類

飲み薬128種類 ＋ ぬり薬1種類

129種類

㈱ツムラ
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中国国内工場

選別・加工・保管

                
                        

中国国内工場

エキス・粉末製造

                
                        

                
                  

                        

                  

               

                          

                   

        

原料供給網

生産国で品質管理と一次加工

原料の流れ 加工粉末・エキスの流れ

中国国内産地

栽培・加工

中国国内工場

選別・加工・保管

中国国内工場

選別・加工・保管

中国国内工場

エキス・粉末製造

中国国内工場

選別・加工・保管

中国国内工場

エキス・粉末製造

選別・加工・保管

ラオス国内工場

日本国内工場

日本国内工場 日本国内センター

日本国内生産地

横浜

出典:㈱ツムラHP 原料生薬栽培・調達について・調達 : 品質管理 | 品質について | ツムラ (tsumura.co.jp)
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・                                                      
・                                                                                                

                                            .

LAO TSUMURA CO.,LTD.〇(     )
〇                    -       
〇                                              .

■                        

    :50 %       2021

         

自社管理圃場計画

自社管理圃場の拡大

価格安定と品質保証強化のため自社管理圃場を拡大

自社管理圃場とは、
・㈱ツムラが直接的に栽培指導
・栽培にかかるコストの把握と原料生薬の購入価格設定が可能な圃場

〇 LAO TSUMURA CO.,LTD.（ラオス）
〇 北海道夕張ツムラ
〇 パートナー企業を通じて管理する圃場

自社管理圃場計画

2021年度に数量日50％を目指す

自社管理圃場計画

2021年度に数量比率50％を目指す

出典:㈱ツムラHP 原料生薬栽培・調達について・調達 : 品質管理 | 品質について | ツムラ (tsumura.co.jp)
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                   (                       )

          /                                                          

❑                                                   

1 .                                            
                                                                                       .

2 .                               (             :                    )
                                                                                                

                                                (                 )

                     (            )

農家（農協）との連携

自社で種苗生産、生産から販売まではネットワーク管理

❑ 夕張ツムラの生薬生産コンセプト

①自社農場における生産
夕張市と滝川市に自社農場を保有。種子・種苗を生産。

②六次産業化による生産促進
各地の生薬加工拠点を中心とした生産ネットワークを構築し、薬用作物の栽培から生薬
への加工、そして販売までを（生産者と）協同実施。

委託契約先でのセンキュウ栽培風景
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                /    

                                                (                   )

1 )                                     
                                                                       

Angelica acutiloba
Wikipedia

                                           

                    (                                       
     

                         

      /                                                    

                       (        )   50~40        90~80    

種子・苗の生産

農家の生産性を向上させる高品質な種苗生産

①自社農場における生産
夕張市と滝川市に自社農場を保有。種子・種苗を生産。

良質品種の交雑を防ぐ
交雑をふせぐ隔離圃場の設置

厳密な栽培管理
㈱ツムラの技術管理の下で、完熟種子の採種

40-50％であった発芽率を80-90％へ向上

出典:Wikipedia – Angelica acutiloba
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                                                        PDCA        

     ←       ←    ←        ←           ←      ←            

・ .                                  
                         

 .                               
                            .

      PDCA        GACP                            
              

                                 
                             

           

            
     

       
        

       
       

      
GACP
       

                             
               /      

GACP             
            

       

ツムラ生薬GACP
ガイドライン

          GACP      
                   

       

トレーサビリティの確保

PDCAサイクルをシステムに入れて問題点や改善点を把握

栽培→加工→輸送→保管→薬の製造→流通→医療機関

・各段階すべてにおける実施時期
や条件などの履歴情報を記録
・全工程の履歴情報の追跡・遡
及が可能

GACPにおけるPDCAサイクル 生産履歴管理シート
に記録

生産団体自己点検
生産団体監査

計画

生産
記録

点検
・評価

見直し
・改善

ツムラ
生薬GACP

栽培履歴、農薬散布履歴、
調整・加工履歴

ツムラ生薬GACP

ツムラ生薬GACP
ガイドライン

出典:㈱ツムラHP 原料生薬栽培・調達について・調達 : 品質管理 | 品質について | ツムラ (tsumura.co.jp)
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5 .                               

                                        (               )              
                                   

○       2018                        

                     178          900

                   .

○80 %                             

          (JA)   .

○26/ 2 %                          100

                      .

       2013                              23700                                                                      

                                                                                     .

                                      :                               
(maff.go.jp)

５．農産物直売所

小規模生産者の収益向上と高齢化する農村の地域振興

○2018年の農産物直売所の総販売
金額は、１兆789億円

○運営主体が農協等である農産物直
売所が全体の８割を占める。

○年間販売金額が１億円以上の割合
は、26.2％

日本全国で2万3,700カ所（2013年）と増加傾向にある一方で、出荷農家の高齢化等により、運営が厳しくなっ
ている直売所も各地でみられる状況。

出典:農林水産省/農林水産物直売所取組事例集:農林水産省 (maff.go.jp)
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                                            (        )

                                                                                 
                                         .

○                            

                         

 ←                    

                

                                            
                                                                                       .pdf (maff.go.jp)

○                   

                       

              

○                    

                        

          

                  
2014         169

          

消費者     
     

               
      

               
(JA)

                               

                  
     

          

                            
                                       

       
       

                                    
卒業生支援

              

             

               
        
       

                    

      
     
     

      
        

     

農産物直売所事例（北海道の直売所）

出来た農産物を売る店ではなく、消費者の期待の商品を揃える店

○生鮮野菜だけでは品
ぞろえが不足する

→加工品の充実が必要

直売所のバリューチェーンの例 出典:農林水産省農林水産物直売所取組事例集.pdf (maff.go.jp)

○地域農家と連携して、
期待した商品が毎日売
れるように計画

○他で買えない加工品
の開発

2014年売上
1億6千900万円

消費者消費者

学生加工業者農協

農産物直売所

農産部門 加工部門

地域の生産者を支え
学生の学びの場を拡大 来場

経営実習販売技術支援

卒業生支援

委託加工

地元農家

卒業生農家

生産者支援

農産物出荷

農産物出荷
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                                            (        )

     :                                 (hakkougakuen.ac.jp)

農産物直売所事例（北海道の直売所）

出典:学校法人 八紘学園 北海道農業専門学校 (hakkougakuen.ac.jp)
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○                         (      1)

                                    24     

○                          (       2 )

○                               (      3)

               :

                                     

                                                                                              :                    

                           (                  )                                                                            

                         (                                                                                             

         .

                                                    (       2021(     1399 )      :)1193        

        :
           
       

        :
             
         

        :
       
     

                             
     /                      

            

※                           
                       

道の駅とは

人の集まる場所を農業振興に活用

「道の駅」登録要件:
○休憩機能

無料で24時間利用できる駐車場
清潔なトイレ

○道路及び地域情報を提供
○地域連携機能
設置者:

市町村又は同等の公的団体

道路利用者のための「休憩機能」、道路利用者や地域の方々のための「情報発信機能」、そして「道の駅」をきっか
けに町と町とが手を結び活力ある地域づくりを共に行うための「地域の連携機能」、の3つの機能を併せ持つ休憩施
設が「道の駅」。 国土交通省が登録:1193か所（20221月1日現在）

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

地域とともにつくる
個性豊かなにぎわいの場

※災害時は防災機能を発現

出典:国土交通省 道路:道の駅案内 概要 (mlit.go.jp)
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6 .                

                            

                               (                    1396 )     :             

❑              :                     (at Local Ltd. :)      :          
                                                                                            .

○     

○       

○                         

○                       

○            

○                         

               
        :               

（Hotta Yuki)

             :   -       21

6. 道の駅

農村地域の魅力を発信

❑ 士幌町が設置 （2017年4月～） ・指定管理者:商工会議所
❑ 運営 at Local Ltd.社⾧:堀田悠希氏

夫、堀田隆一氏と農場を経営しつつ、道の駅運営会社も経営

○カフェ
○レストラン
○農産物直売
○加工品の販売
○地域の紹介
○高校の加工品販売

代表：堀田悠希（Hotta Yuki)氏

駅 (ピア21しほろ)

A1-43



                                            

            :                                    :                     

XXX XXX XXX

                  /                                          

道の駅の設置条件

夏は地域を観光客に紹介、冬は地元民の憩いの場に

XXX XXX XXX

休憩機能 道路及び地域情報 地域連携

A1-44



                   

                                                                 

・                                                                                                

                 
                    
                        

                      
                        

Hippophae rhamnoides
        

Seaberry

商品開発

地域の特産物を基本に加工品を独自開発

・地元の農産物を原料にして加工品を作り高付加価値をつけて販売

農園のパクチー入りチーズ 農業高校と商品開発 特産の薬用作物加工品

Hippophae rhamnoides

A1-45



                    

テイクアウトコーナー
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地元の農家の商品の開発
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地元の農家の商品開発
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                                         (                            )

地元の加工会社との提携（オリジナル商品）
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Shihoro

北海道の位置

低温条件下で薬用植物の周年栽培の実践事例を紹介
出典:Tehran, Iran Annual Climate (eldoradoweather.com) 出典:Climate : Obihiro, , Japan (allmetsat.com)

0℃
0℃
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                                                               .

        :                  
（Hotta Ryuichi）

             (         :)                     
                                   

              :             
           :      70                        

                                                  
           :                                       

     40                 
                                 :28/ 5      

薬用植物栽培農家の取り組み

代表：堀田隆一氏

代表：堀田隆一
（Hotta Ryuichi）氏

露地栽培:白かぶ、馬鈴薯、
ビート、小麦、スイートコーン、⾧いも
ハウス栽培:水菜、パクチー
肉牛:和牛70頭飼育

北海道の平均以上の耕地面積での多角経営に薬用植物を導入

約40haの農地
北海道の農家1戸あたりの耕地面積は28.5ha

夢想農園
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                 (                   )                                       

         Cichorium intybus L. (                     )

商品暗室栽培

Chicory - Wikipedia

-                     
                      
                     

                    
                   

   .
-                      

                       
             .

-                    
                         

      .

短期加温栽培（冬季間）

ニーズに合わせた品質と量の薬用植物を計画的に出荷

Cichorium intybus L. チコリー （ゴレスタン自生）

商品暗室栽培

秋に根を掘り上げて
埋めておいたものを
完全遮光した温室に
持ち込む

気温と湿度をコント
ロールして目を出さ
せてから出荷

出荷日と量も温度で
調整する

出典: Wikipedia－Chicory 
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             (          )

      Coriandrum sativum

                              

coriander - Wikipedia

           :«                                      »  «                      ».

                              
                           

     :pia21shihoro

ハウス加温栽培（冬季間）

Coriandrum sativum コリアンダー

ハウス栽培

レストランやスーパーなどとも提携して販売

「ほかに誰も作っていない」を 「ここにしかない」 という特色に

出典: Wikipedia－coriander 出典: pia21shihoroビニールハウスで通年栽培
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                                                     (          )

Allium victorialis

露地栽培

                                       

                  (                 )

                               
                                   

                      

Allium victorialis - Wikipedia

                                                                

薬用植物の自然採種から畑地栽培に

Allium victorialis 行者ニンニク

露地栽培

春に山で採取される薬用植物

主に種子で増殖（発芽困難）

畑で栽培することで環境保全と
道の駅の商品数増を両立

Allium victorialis - Wikipedia

環境の保護と道の駅の商品の増加

A1-56



                                             

1 .                            
2 .                          
3 .                   
(      )

                                                                 

薬用植物栽培に取り組む目的

１．冬季間の雇用の維持

２．消費者との連携

３．特色ある農業経営
（やりがい）

多角経営による労働力分散と雇用の維持
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